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研究成果の概要（和文）：台湾の視覚障害者施設、盲学校、視覚障害者マッサージ店舗において実施したフィー
ルド調査に基づき、台湾視覚障害者の按摩業に関する職業訓練、按摩業従事者のライフヒストリーの収集と分析
を行い、国際学会での口頭発表、機関紙における報告を行った。データの分析を通して、（１）台湾において按
摩業が視覚障害者以外の従事者に解放されたにもかかわらず、行政や民間団体などの支援によって、逆に視覚障
害者が按摩業に従事する機会が増加していること、（２）按摩業に従事する視覚障害者にとって、按摩業への参
入が視覚障害者の職業アイデンティティの覚醒につながっていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Based on the field research among institutes of blind person, blind schools,
 and blind massage shops, this project made presentations at international conferences and published
 papers on journals by collecting and analyzing the process of professional training and the life 
histories of blind massagers. The findings are as follows; first, even though the blind massage was 
opened to non-blind person in the late 90s, the opportunities for the blind persons increased by the
 support of regional administrations and NGOs. Second, engaging into massage business resulted in 
the rising of professional identity for blind persons.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義としては、視覚障害者按摩を「視覚障害者文化」の一つとしてとらえることで、ノーマライゼーシ
ョン論が前提とする単線的平等志向とは異なり、「見えないこと」によって喚起される触覚の特異性を基盤とし
て、視覚障害者と晴眼者が双方的に対話し新たな文化創造を目指すための理論構築を目指すことができる点にあ
る。
　社会的意義としては、視覚障害者按摩を「視覚障害者文化」として提起しなおすことで、視覚障害者・晴眼者
の双方が、「視覚障害者按摩」の積極的な意義を見出し、「見えないこと」によって拡張される文化領域を認識
することができる点にある。
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１．研究開始当初の背景 
博物館教育を中心とした実践研究においては、触覚による美術鑑賞会等の活動を通じて視覚
障害者と晴眼者が双方向的に対話し、ノーマライゼーション論が前提とする単線的平等志向を
克服することで新たな文化創造を目指す「視覚障害者文化」論が展開され始めている。他方、
台湾では視覚障害者を三療（按摩・鍼・灸）から解放し多様な職種への参入を促す単線的平等
志向とは異なり、「視障按摩（視覚障害者が行う按摩）」業が新たなビジネスモデルを模索し、
独自の発展を遂げている。本研究は、近年博物館教育を中心に議論が始まった「視覚障害者文
化」論を発展的に継承し、台湾「視障按摩」業の発展モデルを事例として分析することを通し
て、より広範な社会的文脈において適用可能な「視覚障害者文化」論の理論的基盤を構築する
ことが可能となる。 

 
（１）本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ  
従来の視覚障害者の文化研究は、視覚障害者職能集団の社会史研究や文化分析（加藤康昭

1974『日本盲人社会史研究』、杉野昭博 1990「障害の文化分析」等）が中心であった。また、
障害者福祉学では、バリアフリー化により障害者を健常者に近づけるノーマライゼーションが
目標とされた。これに対して博物館教育を中心とした近年の研究では、触覚による美術鑑賞会
等の活動を通じて視覚障害者と晴眼者が双方向的に対話し、ノーマライゼーション論が前提と
する単線的平等志向を克服して新たな文化創造を目指す「視覚障害者文化」論が展開されつつ
ある（広瀬 2005「バリアフリーからフリーバリアへ」）。本研究は、博物館教育の文脈におけ
る議論を発展的に継承し、より広範な文脈で適用可能な「視覚障害者文化」論の理論的基盤を
構築する。  

 
（２）着想に至った経緯  
台湾の多文化主義は、エスニシティの問題を越えて、性的少数者や障害者を包含する議論へ
と展開している。台湾多文化主義の新たな展開を調査分析することで、「視覚障害者文化」研究
に新たな知見を付与し得る。 
 
２．研究の目的 
台湾では駅構内や街角の各所に、視覚障害者（中国語では視障者）が行う按摩店舗や按摩ブ
ースが見られる。台湾で近年「視障按摩」と呼ばれる視覚障害者のマッサージ業は、日本植民
地期以降から歴史的に台湾の社会文化的文脈のなかで育まれ、近年に至るまで視覚障害者が専
門に行うものとされていた。2011年 11月に、憲法裁判所判決により、按摩の視覚障害者によ
る独占が違憲とされると、按摩業が晴眼者にも解放され、視覚障害者に大きな衝撃を与えた。
この判決の趣旨は、職業の選択自由の原則を重視したことと、按摩業を視覚障害者の独占とす
ることで、視覚障害者の職業選択の拡大を阻害するとされたことにある。ところが、この判決
以降、視覚障害者支援 NGO や地方行政と連携するかたちで、多数の視覚障害者按摩店舗やブ
ースが出現し、今日大いに興隆している。こうした点を踏まえ、本研究では以下の３点を研究
目的とする。 

 
（１）台湾において視覚障害者を支援する文化社会システム、および支援システムによって展
開される「視障按摩」産業の発展について通時的に整理する。 
（２）台湾の視覚障害者支援 NGO が展開する「視障按摩」産業の発展戦略に関する基礎デー
タ、および「視障按摩」従事者のライフヒストリーデータを収集する。 
（３）台湾における視覚障害者支援システムと「視障按摩」産業の基礎データの分析を通して、
台湾において視覚障害者が産業構造のなかに包摂される文化的文脈を明らかにし、東アジア・
東南アジアにおける視覚障害者包摂の文化的理論枠組みを比較分析するための基盤を構築する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、台湾マイノリティ文化研究者（研究代表者）と日本の「視覚障害者文化」研究者
（研究協力者）および日本の視覚障害者按摩従事者（研究協力者）が連携して実施するととも
に、医療社会学を専門とする台湾人研究者（海外連携研究者）に研究上の助言を仰ぐことで、
日本と台湾の研究者の連携、研究者と実務者との連携による研究を推進する。 
研究実施期間（平成 28年度～平成 30年度）を通して、台湾の北部・中部・南部の各地域に
おける「視障按摩」関連施設において、参与観察と聞き取り調査を行う。「視障按摩」関連施設
には、盲学校、視覚障害者職業訓練施設、「視障按摩」の個人事業者、NGOを中心に運営され
る「視障按摩」施設が含まれる。盲学校および視覚障害者職業訓練施設においては、視覚障害
者が台湾において置かれた状況を明らかにするとともに、「視障按摩」従事者を養成するための
訓練プロセスについて参与観察を通して明らかにし、「視障按摩」事業の推進に関する施策など
についてインタビュー調査をもとに明らかにする。「視障按摩」個人事業者および NGOを中心
とした「視障按摩」施設においては、とくに「視障按摩」従事者のライフヒストリーを収集す



るとともに、客層などについて参与観察をとおして明らかにする。 
また、国内外の研究施設等において二次資料を収集し、台湾「視障按摩」の歴史分析を行う。
さらに、日本における「視覚障害者文化」研究の理論的整理を行う。 
また、平成 30 年度には、日本におけるマイノリティ教育を専門とする研究者を研究分担者
とし、マイノリティ研究という観点から日本と台湾とを比較・検討する。 
 
４．研究成果 
台湾の視覚障害者関連施設における訪問調査、「視障按摩」従事者へのインタビュー調査、東
アジアの視覚障害者文化に関する先行研究の整理に基づき、以下の成果があった。 

 
（１）視覚障害者文化とポストコロニアル台湾 
先行研究の整理および「視障按摩」従事者へのインタビュー調査に基づき、戦後（ポストコ
ロニアル）台湾における視覚障害者の職業選択に関する歴史的文脈を明らかにした。戦後台湾
における「視障按摩」の発展は、日本の植民地統治期の視覚障害者職業教育に端を発するとと
もに、1970年代、80年代における日本と台湾との経済関係をなくしてはあり得ない。1895年
に日本が台湾を植民地化することで始まった視覚障害者に対する鍼・灸・按摩教育は、戦後に
国民政府が台湾に移動して以降も継承された。台湾における植民地期教育システムが戦後の台
湾に引き継がれると同時に、台湾の経済発展期に日本からのビジネスマンが大挙して台湾に訪
れ、合法・非合法なマッサージサービスを求めるなかで振興し、今日に至っている。こうした
ポストコロニアル期台湾における「視障按摩」の日本要素は、1980 年代、90 年代に按摩業を
始めていた「視障按摩」従事者へのインタビュー調査からも明らかになっている。本研究成果
については、現在紀要論文の執筆を準備している。 

 
（２）台湾「視障按摩」従事者のライフヒストリーに基づく職業アイデンティティの醸成 
「視障按摩」を視覚障害者文化として定位しなおす場合、視覚障害が必ずしも生得的な与件
として存在していないことを考慮に入れる必要がある。そのため、「視障按摩」従事者が、「視
障按摩」を視覚障害者にとっての職業と認識し、職業アイデンティティを獲得していくプロセ
スは、成人し自ら職業訓練に参与することを通してなされることになる。そうしたライフサイ
クルと職業アイデンティティの獲得プロセスを明らかにするため、「視障按摩」従事者へのイン
タビュー調査データを蓄積した。インタビュー対象者は、40歳代から 80歳代までの中年層か
ら高齢層までの男性を中心とした。研究成果の一部は、木村自（2019）として刊行した。 
 
（３）「視障按摩」従事者の社会包摂過程 
視覚障害者支援 NGOや「視障按摩」従事者へのインタビュー調査を通して、2000年代前後
から、「視障按摩」業が個人事業主を中心としたものから、NGOなどを中心とする組織的運営
へと転換していったことが明らかになった。前述のように日本要素が明らかに見られるポスト
コロニアル期台湾の「視障按摩」業においては、個人事業主による小規模な運営が中心であり、
個人事業主は職業公会を設立することで相互扶助を行っていた。よって、この時期の台湾にお
ける「視障按摩」には、個人による創発的なつながりを指摘することができる。それに対して、
2000年代前後になると、視覚障害者支援 NGOが数多く設立され、「視障按摩」業への新規参
入者は、そうした NGOに取り込まれることで、行政の福祉職業政策のなかに間接的に包摂さ
れることになっている。 
 
（４）研究成果の社会への還元 
本研究は、今日の東アジアにおける社会的課題と密接に関連しており、研究成果の社会的還
元が極めて重要となる。そのため本研究による成果は、国際学会など学術界への公開のみなら
ず、視覚障害者関連組織等で公開した。なかでも、日本の盲学校など日本における視覚障害者
按摩従事者の訓練施設において研究成果を公開し、彼らとの対話を通して日本の視覚障害者按
摩従事者の東アジアにおける位置付けや価値を明らかにできたことは、社会還元の側面におけ
る大きな成果と言える。 
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